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・大変感動する人権作文の朗読でした。 
・山中さんは、障がいがある方々の自立、「生きる」ということに対して、本当に真剣に取り組まれ

ておられるのが良くわかりました。 
・障がいがあるから選べないのではなく、どの人にも仕事を選び頑張れる、いぬいふくし村の取組が

素晴らしいと感じました。 
・ご自身のご苦労・体験談、娘さんを思う親の立場で多くの人権に関する課題を提供下さいました。 
・国をささえてくれる若い世代の一人に石田さんのような人生観をもって活動しておられる方に感動

しました。 
・石田裕之さんの歌・言葉がとても優しく、心が温かくなりました。 

 第 2 部では NPO 法人いぬいふくし村副理事長の山中信彦さんによる講 

演「永久
と わ

の生命
い の ち

に－いぬいふくし村から－」が行われました。亡くなられ 

た愛娘みずほさんの遺影とともに、いぬいふくし 

村設立の想いや、みずほさんについて語ってくだ 

さいました。 

続いてシンガーソングライター石田裕之さんの 

コンサートが行われました。石田さんの柔らかく 

伸びやかな歌声に、参加された方々は思わず手拍子したり、口ずさんだり 

しながら、会場全体が優しい空気に包まれました。 

 第１部では「差別をなくする輪をひろげよう」市民運動においてポスター 

・標語・作文で優秀賞を受賞された小・中学生や PTA の方々に、三木市長 

から表彰状の授与が行われました。 

            その後、作文の部で優秀賞を受賞された３名の方 

による人権作文の朗読が行われました。それぞれ、 

友だちや子ども、障がい者、高齢者に対する温かい、 

思いやりあふれた内容であり、人としての様々な気 

づきを得、改めて人権について考えさせられる大変有意義な時間となりま 

した。 

＜第 1 部＞ 人権ポスター・標語・作文 優秀賞受賞者表彰、人権作文朗読 

＜第 2 部＞ 講演とコンサート 

回 覧 

●○● 参加者の感想（一部抜粋）●○● 
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１．行政（総合隣保館）や地推協（公民館）との連携のもと、三同教の活性化に努め、

市民主体の人権教育・啓発の取組を進めます。 

２．新規に委託された各種事業をはじめ、市民の参画・協働による人権教育・啓発を

進め、市民意識の醸成に努めていきます。 

３．市民も「人権尊重のまちづくりの担い手」であるとの認識のもと、人権と平和の

確立をめざし、自らが学習意欲を高める取組を進めていきます。 

４．人権教育・啓発にかかる実践を研究大会や各専門部会においてそれぞれの学校・

団体等が持ち寄り、発表や交流を通して連携を深め、互いに学び合う場とし、そ

の成果と課題を広く発信していきます。 

５．８月の「人権尊重のまちづくり推進強調月間」における啓発活動に積極的に取り

組んでいきます。 

清 原 隆 宣 さ ん プ ロ フ ィ ー ル  

1952 年に奈良県御所市柏原の西光寺に生まれる。 

大学卒業後、大阪の中学校を経て、1978 年から奈良県御所市大正

中学校教諭、2006 年には公立学校の教諭を退職し、 

水平社運動発祥の地にある西光寺の副住職となる。 

＜平成２４年度役員の紹介＞ 

会 長 赤松 敬一  会 計 北田 正晴 

副会長 穂積 豊彦  監 査 河合 敏郎 

 〃  桝野 陽一   〃  亀井 美鈴 

 〃  八木 和子       （敬称略） 

 〃  東田 房子 

 三同教は、人権・同和教育・啓発の推進を図ることにより同和問題を中心として、様々な人

権問題の解決に努めるとともに、一人一人の人権が尊重される明るいまちづくりをめざして活

動しています。役員一同、皆様のご理解とご協力のもとに、取組を進めてまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。                  （赤松会長あいさつより） 

 
三 同 教 と は 、「 三 木 市 人

権・同 和 教 育 協 議 会 」の

略 称 で す 。  

 

 

 

 今年は水平社創立大会から 90 年目にあたります。これを記念し講師として、日本で最

初の人権宣言と言われる水平社宣言を起草した西光万吉の弟の孫にあたる清原隆宣さんを

お招きしました。 

 差別は人間の間違った「ものさし」から生じる。水平社の運動ではこの間違ったものさ

しから人間を尊敬するというものさしに変えていく運動である。また、教育とは人を人間

たらしめていく営みであり、人間の生き方を問うものである。どんな職業に就くかではな

く、どんな思いをもって仕事をするかが大切である。他にも、自分本位の考え方ではなく、

相手の立場にたって物事を考えることの大切さを強調されていました。 

平成２４年５月１９日（土）市民活動センターにて   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 ・ 高 校 生 な ど 若 年 層 の 人 権 意 識 を 高 め る こ と を 目

的 と し た 人 権 研 修 を 実 施 す る 市 内 の 中 学 校 や 高 等 学 校

に 対 し 、 経 費 の 補 助 を 行 う 事 業 で す 。 研 修 内 容 は 、 最

近 特 に 話 題 に な っ て い る デ ー ト DV 防 止 講 座 を は じ め 、

イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 人 権 侵 害 、 学 校 の 人 権 文 化 な ど

で す 。 今 年 は 中 ・ 高 あ わ せ て ８ 校 に 助 成 し て い ま す 。  

デ ー ト DV 防 止 講 座 を 受 け た 中 学 生 か ら は 、「 言 葉 や

態 度 に よ る も の で あ っ て も 暴 力 に な る こ と が わ か っ

た 。」「 知 ら な い こ と が た く さ ん あ っ た 。」な ど 様 々 な 気

づ き が あ り 、他 に も「 と て も た め に な っ た 。」と い う 感

想 が 数 多 く 寄 せ ら れ て い ま す 。  

 普 段 の 生 活 の 中 で 、ま わ り の 人 に 対 す る 思 い や り や 優 し

さ な ど 、人 を 大 切 に す る 心 を 互 い に 伝 え 合 う こ と で 、人 権

尊 重 の ま ち づ く り が 進 ん で い く も の と 考 え ま す 。そ ん な 心

を 市 民 の 皆 様 か ら 「 こ と ば 」（ メ ッ セ ー ジ ） と し て 集 め 、

そ の 中 か ら 選 り す ぐ り の メ ッ セ ー ジ を 集 約 し た「 じ ん け ん

リ ー フ レ ッ ト 」を 作 成 し 、広 く 市 民 の 皆 様 に 配 布 し て い き

ま す 。今 年 度 は 、＜ 伝 え た い  か・ぞ・く へ の Ai(愛)＞ と

題 し て 募 集 し た と こ ろ 、幅 広 い 年 齢 層 の 方 々 か ら 800 点

余 り の 応 募 が あ り ま し た 。リ ー フ レ ッ ト は 11 月 ご ろ 配 布

予 定 で す 。  

 三木市では、日常生活の中で人権尊重の心を自然に態度や行動に表すことが文化として定着

している社会をめざしています。そのために、『エフエムみっきぃ』を活用した人権啓発ラジ

オ番組「じんけん・こころの小窓」の制作・放送を行っています。 

 具体的には、人権作文の入賞作品の紹介や心を癒す音楽の提供、市内学校園・町内の心温ま

る話題など、人権に対する関心を高め、市民に親しまれる内容となっています。 

第１・３水曜日 午後０時１５分～ 放送中！ 

※第２・４水曜日 再放送 

第５水曜日 ♪テーマ曲「ふわり」 



 
月   日  内    容  場    所  

10 月 23・ 26・ 30 日

（ 火・金・火 ） 
人 権 フ ォ ー ラ ム  総 合 隣 保 館  

11 月 17 日 （ 土 ）  三 同 教 研 究 大 会  三 木 市 文 化 会 館 他  

12 月 １・２ 日（ 土・日 ） 全 人 教 研 究 大 会  倉 敷 市  

12 月 ８・９ 日（ 土・日 ） 総 合 隣 保 館 文 化 祭  総 合 隣 保 館  
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総合隣保館には人権学習向けのビデオ／DVD があります。 

テーマは、同和問題や高齢者、女性、いじめなど多岐にわたりま

す。学習会の開催テーマに合わせた視聴をお勧めします。 

例） ＜タイトル＞  ＜テーマ＞  ＜時間＞ 

私の好きなまち  同和問題   35 分 

  親愛なる、あなたへ  家族・地域   37 分 

  あの空の向こうに  ｹｰﾀｲ･ﾈｯﾄ社会   38 分 
  クリームパン  家族・地域・   36 分 
      虐待・いじめ 

※他にも多数あります。詳しくは総合隣保館までお問合せください。 

● 人 権 啓 発 活 動 を 実 施 し ま し た  

８月４日（土）に「人権尊重のまちづくり推進強調月間」にち

なみ、市民の人権問題に対する意識の高揚と月間の周知を図るこ

とを目的として、街頭啓発活動を行いました。 

今年は市内の４店舗にご協力いただきながら、市民の皆様に啓

発用品としてウェットティッシュを配布しました。 

 

●今年度も「じんけんサポート事業」を実施しています 

人権に係る多様な学習機会をより充実させるための「じんけん

サポート」事業が、今年も多くの団体で活用されています。８月

末時点では１１団体からの申請があり、その内９団体が同事業を

活用した人権講演会や人権教育指導員研修会等の事業を実施済み

です。 

第２８回三木市人権・同和教育研究大会のご案内 

日  時 ： 平 成 ２ ４ 年１１月１７日 （土）  

午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ４ 時 ３ ０ 分  

場  所 ： 三 木 市 文 化 会 館  他  

★ ど な た で も 参 加 で き ま す 。  

詳 細 は 、 後 日  

チ ラ シ 等 を ご

覧 く だ さ い 。  

4 月から人権推進課に勤務す

ることになった私は、４年前に市

外から引っ越してきました。今の

職場で勤務することになって一

番思ったことは、三木市は人権に

関する活動が活発だということ

です。以前住んでいた所では、「人

権」という言葉をあまり耳にしな

かったように思います。 

しかし、住民学習会等の参加者

は同じ様な顔ぶれとか…。市民一

人ひとりの人権感覚をさらに磨

くために、いかにして人権につい

て関心をもっていただけるよう

に働きかけていくか、これが私の

今後の大きなテーマだと思って

います。 

編集後記 


